
 

 

＜問合わせ＞ 

平 成 2 0 年 3 月 1 8 日  

開港１５０周年・創造都市事業本部 

創造都市推進担当課長 今村 裕一郎 

TEL  671-4309 

 

横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位 

 

世界が注目する「横浜トリエンナーレ 2008」  

参加作家第一陣として、アーティスト３０人を発表 
 

９月１３日にオープンする東アジア最大級の国際現代美術展「横浜トリエンナーレ 2008」。どのよ

うな展覧会になるのか世界中の関係者が注目する中、いよいよ参加アーティスト第一陣として３０人

を発表します。美術だけでなく音楽やダンスの分野も織り交ぜた作家選定を行った水沢勉総合ディ

レクターの、今回のトリエンナーレに懸ける思いとは・・・。 

なお、最終的な作家数は 70 人程度を予定しており、残る作家については６月に発表予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fujiko Nakaya 
中谷 芙二子 
1933 年 札幌生まれ。現在、東京

に在住。 

【写真】霧の森 1992  国営昭和

記念公園子供の森  （装置設計：

北川原温＋ILCD）  立川 

  Photo ○C  Shigeo Ogawa  
 

 米国ノース･ウエスタン大学卒。画家としてキャリアをスター

ト。70 年、大阪万博「ペプシ館」で“霧の彫刻”を初めて制作

し、以降、人工霧を環境、公園、モニュメントなどに用いた作

品を世界各地で制作／設置している。また、インスタレーシ

ョンや舞台装置、他分野のアーティストとのコラボレーション

も数多く行っている。中谷は、自然の現象を丹念に観察し、

自然と呼応することで独自の世界をつくりだす。 

 

Douglas Gordon  
ダグラス・ゴードン 
1966 年グラスゴー生まれ。現在、グ

ラスゴーとニューヨークに在住 

【写真】ビトゥイーン･ダーク･ア

ンド･ライト, 1997 
 Courtesy of Gagosian Gallery  

 

 
 

 
グラスゴー美術学校とロンドンのスレイド美術大学に学ぶ。

罪悪感と恐怖感、愛と死など実存主義的なテーマや、記

憶と視覚の問題と対峙する。主に、フィルム、ヴィデオ、写

真、絵画、パフォーマンスを用いて、これらの問題を指摘

し、反復や拡大、スローモーションを駆使してそれらに踏

み込む。05 年、映画「ジダン：神が愛した男」をフィリップ・

パレノと共に監督。 

「横浜トリエンナーレ２００８に懸ける思い」（総合ディレクター 水沢 勉）
今回のトリエンナーレでは、新港埠頭に新たな展示スペースを建設し、既存の赤レンガ倉庫と日本郵船海

岸通倉庫を整備します。周囲のパブリックなスペースにも作品を設置し、横浜という港町全体の魅力をさら

に深め、活気をあたえます。また三溪園の庭と建築を一部展示に使用します。 

「タイムクレヴァス」は、日常の時間感覚に楔（くさび）を打ち込むような衝撃をあたえる目論みです。

20 世紀初めに生まれた近代の「ユートピア」に、現代の表現がどのような緊張感を漲らせるのか。さらに、

作家選定にあたっては、作品の展示だけではなく、そこに「身体」という要素を絡ませるパフォーマンス性

を重視しました。身体表現によって、時間の楔は、さらに鮮烈な輝きを帯びるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

Cao Fei 
ツァオ・フェイ（曹斐）
1978 年 広州生まれ。現在、

北京に在住。 

【写真】チャイナ･トレーシ

ー、i. ミラー 2007 
Courtesy of Vitamin Creative 
Space 

 

2001 年広州美術学院装飾芸術設計系を卒業。アニメ、香

港映画、ラップ、ヴィデオ・ゲームや中国の伝統的な京劇、

演劇、舞踊に影響を受け、写真、ヴィデオを制作している。

彼女は、アニメキャラクターのコスプレをしている若者を撮る

など、現在のポップ・カルチャーを表現に取り入れる。一方、

中国の急速に変化する大都市が抱える現実の問題を、鋭

く、痛快に描き出す。 

Pedro Reyes 
ペドロ・レイエス 
1972 年 メキシコ・シティ生まれ。

現在、メキシコ・シティに在住。 

【写真】人力乗用車のプロトタイ

プ、2007 

 
 建築家としての教育を受けたレイエスの作品の根底には、

構造デザインや建築の原理が備わっている。単純な手段

と何気ない筋書きを用いて、ユートピアと儀式、個々の幻

想と集合体の野心などを混ぜ巧みに取り扱う。レイエス

は、理想主義者であり、世界を向上させる方法を考えなが

ら、生活し、制作している。日本では、03 年 越後妻有トリ

エンナーレに参加。 

 

裏面あり 



  

   参加作家３０人の一覧 

別添アーティスト資料をご参照ください 

 

 トピックス 

①チケットパック発売開始 ～お得な特別チケットパックを限定発売～ 
横浜トリエンナーレ 2008 の入場チケット引換券に、「ハンディ・ガイドブック引換券」と「ショップ・カフェ

割引券（500 円）」、さらにブルーマーク デザインの「オリジナル・トートバッグ」と「オリジナル・ノート」の４

つの特典が付いたお得な「特別チケットパック」を４月から発売します。5,000 セットの限定発売ですので、

お早めにお買い求めください。 

【販売価格】３，０００円（消費税込） 

【販売場所】 以下のミュージアムショップ、店舗等で販売します。 

＜横浜市内＞横浜美術館、BankART 1929 Yokohama、スパイラルマーケット（横浜クイーンズスクエア） 

＜東京都内＞東京都現代美術館、東京都写真美術館、東京オペラシティアートギャラリー、六本木ヒル

ズ アート アンド デザイン ストア、森アーツセンターミュージアムショップ、表参道ヒルズ 

エス アンド オー、スパイラルマーケット（青山）、ナディッフ 渋谷店（東急文化村内） 

＜その他地域＞水戸芸術館、ナディッフ仙台店（せんだいメディアテーク内）、ナディッフ名古屋店（愛

知芸術文化センター内）、graf media gm 

【インターネット販売】 

森アーツセンターミュージアムショップ： http://www.macmuseumshop.com/ 

スパイラルオンラインストア： http://store.spiral.co.jp/  

ナディッフ・ウェブショップ： http://nadiff.com/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パックの内容】 

① 入場チケット引換券 

ご来場当日、入場券カウンターにて当日入場券１枚と引き換えいたします。 

② ハンディ・ガイドブック引換券 

会場内にて、本展ガイドブック（売価 800 円予定、小冊子、Ａ５判、 

160 頁程度）１冊と引き換えいたします。 

③ 特製トートバッグ（写真参照） 

360mm×300mm、ブルーマークのオリジナル・デザイン、帆布製 

④ 特製ノート（写真参照） 

135mm×210mm、64 頁、ブルーマークのオリジナル・デザイン 

⑤ ショップ・カフェ割引券 

トリエンナーレ会場内のショップ・カフェにて 500 円分の割引券 

としてご利用いただけます。 

②公式ＨＰのリニューアル  
・ ＨＰを記者発表のタイミングに合わせてリニューアル。ブログを開始し、会期に向けての準

備状況を発信します。 

・ あわせてHPのプレス向けページより、作家写真のダウンロードサービスを開始します。 

http://www.yokohamatriennale.jp/ 

③今後のスケジュール 
４月 会場整備工事着手（新港ふ頭仮設施設、日本郵船海岸通倉庫(BankART Studio NYK)） 

４月 本展ボランティア募集開始 

６月 参加全作家発表 

７月 前売券発売開始 

 

http://www.macmuseumshop.com/
http://store.spiral.co.jp/
http://nadiff.com/
http://www.yokohamatriennale.jp/


参考 横浜トリエンナーレ2008実施概要 

 
 
  

横浜トリエンナーレとは・・・ 

３年に１回開催される現代美術の国際展覧会。「ときの裂け目」を意味する全体テーマ「タイムクレヴァス」

のもと、世界各地より約70名の作家を選定し、最先端の現代美術を展示します。 

会期中はシンポジウムやワークショップなどの交流イベントを実施して盛り上がりを図るほか、市民との協

働により、まちなかでさまざまな展覧会を開催することで、横浜のまち全体をアートの祭典会場と変えていき

ます。 

【名   称】 横浜トリエンナーレ2008 

【会    期】 2008年9月13日（土）～11月30日（日）（79日間） 

【開場時間】  午前10時から午後6時まで（入場は閉場の1時間前まで） 

【会   場】 新港ふ頭仮設施設、横浜赤レンガ倉庫１号館、日本郵船海岸通倉庫（BankART  Studio  NYK） 

三溪園、大さん橋国際客船ターミナル（予定）、ランドマークプラザ（予定） ほか 

【主   催】 国際交流基金、横浜市、NHK、朝日新聞社、横浜トリエンナーレ組織委員会 

【後   援】 神奈川県 ほか 

【協   賛】  森ビル株式会社、株式会社資生堂、相模鉄道株式会社、株式会社アイネット ほか 

【協   力】  NPO法人BankRT1929、財団法人横浜市芸術文化振興財団 ほか 

【チケット料金】 

 

 

 

 

 

【総合ディレクター】水沢勉（神奈川県立近代美術館企画課長） 

【キュレーター】（総合ディレクターとともに展覧会の企画構成・アーティスト選定を行う） 

ハンス・ウルリッヒ・オブリスト 

 1968年チューリッヒ生まれ。イギリス・サーペンタイン・ギャラリー展覧会プログラム共同ディレクター。

ダニエル・バーンバウム 

 フランクフルト市立美術大学学長 

フー・ファン 

 1970年中国生まれ。広州の新進気鋭アーティストのためのオルタナティブスペース、「ビタミン・クリエ

イティブ・スペース」アーティスティック・ディレクター 

ベアトリクス・ルフ 

       1960年生まれ。クンストハレ・チューリッヒのディレクター兼キュレーター 

三宅暁子 

           現代美術センターCCA北九州の創設（1997年）及びプログラムディレクター 

【公式ホームページ】URL:http://www.yokohamatriennale.jp/

 

                                       

※前売券の販売期間は2008年7月1日～9月12日

の予定 

※中学生以下無料  

※チケットは２日間有効（連続しない日も可） 

※このほか、オリジナルグッズ付きの 

お得なチケットパックを４月頃から発売予定 

※団体＝20 人以上 

区分 当日券 前売券 団体券 

一般 1,800 円 1,600 円 1,500 円 

大学・専門学校生 1,300 円 1,100 円 1,000 円 

高校生 700 円 500 円 400 円 

 

http://www.yokohamatriennale.jp/


   
＜主要３会場＞ 

 
  ① 新港ふ頭仮設施設（仮称） 完成予定図                         

   

横浜トリエンナーレ 2008 会場とし

て、新港ふ頭に展示施設を新規整備

 

【整備予定地】 中区新港二丁目５番

（新港ふ頭内） 

【整備期間】  20 年4 月～8 月 

【施設概要】鉄骨造平屋建、延床面

積約4,400 ㎡ 

【設計】㈱松本陽一設計事務所 

 
 

 
   
 
 
 
 
 
                          
                                                          

 

 

③日本郵船海岸通倉庫（BankART Studio NYK）

※同施設における BankART 事業は、トリエンナーレ

2008会期中も一部継続し、会期終了後は全面的に再開

します。 

 

②横浜赤レンガ倉庫1 号館 

2008年秋、横浜をアートのまちに 

★まちなかへの展開 

横浜トリエンナーレ 2008 では、新港地区の３会場以外でも、

三溪園や大さん橋国際客船ターミナル、ランドマークプラザ等

にも作品を配置する予定です。 

★連動イベント 

トリエンナーレ会期にあわせて、様々な場所で展覧会が開催 

されます。 

・山下ふ頭西側基部周辺 開港150周年記念プレイベント 

・初黄・日ノ出地区 地域連動型展覧会「黄金町バザール」 

         

 



5.83333



お得な「特別チケットパック」を限定発売！　販売価格 3,000円 （消費税込）

横浜トリエンナーレ 2008の入場チケット引換券に、「ハンディ・ガイドブック引換券」と「ショップ・カフェ割引券（500円）」、さらにブルーマークデザインの
「オリジナル・トートバッグ」と「オリジナル・ノート」の４つの特典が付いたお得な「特別チケットパック」を４月2日から発売します。5,000セットの限定発売
です。お早めにお買い求めください。

販売場所（ミュージアムショップ、店舗等）
東京都現代美術館、東京都写真美術館、東京オペラシティアートギャラリー、六本木ヒルズ アート アンド デザイン ストア、森アーツセンターミュージアムショップ、表参道ヒルズ エス アンド オー、スパイラルマーケット
（青山、横浜クイーンズスクエア）、横浜美術館、BankART 1929 Yokohama、水戸芸術館、ナディッフ 渋谷店（東急文化村内）・仙台店（せんだいメディアテーク内）・名古屋店（愛知芸術文化センター内）、graf media gm

インターネット販売
森アーツセンターミュージアムショップ：http://www.macmuseumshop.com/　スパイラルオンラインストア：http://store.spiral.co.jp/　ナディッフ・ウェブショップ：http://nadiff.com/ 

今秋、国内外のアーティストが横浜へ集います
日本最大級の現代アートの国際展「横浜トリエンナーレ」が今秋いよいよ開幕します。第 3回展となる今回は、横浜港の新港ふ頭に新設
される「新港ピア」会場を中心に、「赤レンガ」会場（赤レンガ倉庫 1号館）、日本郵船海岸通倉庫のほか、周辺エリアにも様々な作品
が展開され、横浜がトリエンナーレ一色に染まります。展覧会のテーマは「TIME CREVASSE タイムクレヴァス」。横浜という場所性、
あるいは会場の空間を生かした新作を数多く展示する一方、生きた芸術ともいわれるパフォーマンスも積極的に盛り込んでいきます。
世界各地から集う約 70人の作家が織り成す多様な世界を体感し、「とき」を共有するとともに、アートが伝える時空を超えたメッセージの
強さと深さをご堪能ください。会期中は、週末を中心に多彩な交流イベントも実施予定です。

○ チケットは、会期中 2日間有効です（連続しない日も可）。
○ 中学生以下無料、団体は 20名以上です。
○ 障害者手帳をご持参の方とその介護者の方 1名は無料です。
○ 前売券の発売期間は 2008年 7月 1日ー 9月 12日の予定です。

当日券 

1,800円
1,300円

700円

前売券 

1,600円
1,100円

500円

団体券 

1,500円
1,000円

400円

一般
大学生
高校生

総合ディレクター：水沢 勉

キ ュ レ ー タ ー ：ダニエル・バーンバウム / フー・ファン / 三宅暁子 / ハンス・ウルリッヒ・オブリスト / ベアトリクス・ルフ

会　　期：2008年9月13日（土）—11月30日（日）　会期中無休

開場時間：午前10時—午後6時（入場は閉場の１時間前まで）

会　　場：新港ピア / 赤レンガ / 日本郵船海岸通倉庫（BankART Studio NYK）/三溪園

 大さん橋国際客船ターミナル（予定）/ ランドマークプラザ（予定）他

主　　催：国際交流基金、横浜市、NHK、朝日新聞社、横浜トリエンナーレ組織委員会

協　　賛： 

助　　成：

協　　力： 馬車道駅

氷川丸

マリン
タワー

横浜中華街

石川町駅JR根岸線

新港埠頭

 

山下公園

ワールドポーターズ
コスモワールド

ランドマークタワー

ランドマークプラザ

桜木町駅

桜木町駅 市営地下鉄線

関内駅

関内駅

 

県民ホール

開港記念会館

横浜税関

馬
車
道

横
浜
美
術
館

新港ピア

赤レンガ

日本郵船海岸通倉庫

横浜スタジアム

みなとみらい駅

日本大通り駅 みなとみらい線

大さん橋
国際客船ターミナル

アルファベット順。カッコ内は出身国・地域。2008年3月18日現在。最終的には60–70名の作家が参加する予定です。　Preliminary Selected Artists (as of 18th March, 2008) . Approximately 60 to 70 artists will participate.

Douglas Gordon

Rodney Graham

Chr ist ian Holstad

Cameron Jamie

Miranda July

Terence Koh

Takehisa Kosugi

Mark Leckey

Jorge Macchi  and Edgardo Rudni tzky

Rei  Nai to

Fuj iko Nakaya

Pak Sheung Chuen

Phi l ippe Parreno

Mathias Poledna

Nick Relph & Ol iver  Payne

Pedro Reyes

Min Tanaka

Saburo Teshigawara

Danh Vo

Tr is Vonna-Michel l

E i  Arakawa

John M. Armleder

Matthew Barney

Cao Fei

Paul  Chan

Chu Yun

Tony Conrad

Keren Cytter

Peter  F ischl i  & David Weiss

Mar io Garc ia Torres

荒川 医〔日本〕

ジョン・M．アームレーダー〔スイス〕 

マシュー・バーニー〔米国〕

ツァオ・フェイ 曹斐〔中国〕

ポール・チャン〔中国〕 

チュウ・ユン 儲雲〔中国〕

トニー・コンラッド 〔米国〕

ケレン・シタール〔イスラエル〕

ペーター・フィッシュリ＆
ダヴィッド・ヴァイス〔スイス〕

マリオ・ガルシア・トレス〔メキシコ〕

ダグラス・ゴードン〔英国〕

ロドニー・グラハム〔カナダ〕

クリスチャン・ホルスタッド〔米国〕

キャメロン・ジェイミー〔米国〕

ミランダ・ジュライ〔米国〕

テレンス・コー〔中国〕

小杉 武久〔日本〕

マーク・レッキー〔英国〕

ホルへ・マキと
エドガルド・ルドニツキー〔アルゼンチン〕

内藤 礼〔日本〕

中谷 芙二子〔日本〕

パク･シュウン・チュエン 白雙全〔中国〕

フィリップ・パレノ〔アルジェリア/フランス〕

マティアス・ポレドナ〔オーストリア〕

ニック・レルフ ＆ オリヴァー・ペイン〔英国〕

ペドロ・レイエス〔メキシコ〕

田中 泯〔日本〕

勅使川原 三郎〔日本〕

ダン・フォー〔ベトナム〕

トリス・ヴォナ=ミッシェル〔英国〕

Tsutomu Mizusawa

Danie l  Bi rnbaum / Hu Fang /  Ak iko Miyake /  Hans Ulr ich Obr ist  /  Beatr ix  Ruf

ダグラス・ゴードン  Douglas Gordon 
《Between Darkness and Light》1997

Courtesy of GAGOSIAN GALLERY
From The Song of Bernadette, 1943, dir. Henry King, 
20th Century Fox © Criterion Pictures;
The Exorcist, 1973, dir. William Friedkin, Warner Bros. Studios
© Warner Home Video.

中谷 芙二子  Fuj iko Nakaya
《FOGGY FOREST》1992

Children’s Park, Showa Kinen Park
(Structure Design: Kitagawara+ILCD) Tachikawa
Photo © Shigeo Ogawa

ツァオ・フェイ／チャイナ･トレーシー
Cao Fei  /  China Tracy
《i.Mirror》2007

A Second Life Machinima, 28mins
Courtesy of Vitamin Creative Space

ペドロ・レイエス  Pedro Reyes
《Prototype for a human-powered
passengers vehicle》2007      

マシュー・バーニー  Matthew Barney
《DRAWING RESTRAINT 14》2007

Photo by Ben Blackwell
Copyright Matthew Barney 2007
Courtesy of Gladstone Gallery, New York



 
 

 



 

 

 

黄金町バザール開催概要決定！！ 

横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位 

＜問合わせ＞ 

平成 20 年３月１８日 

開港 150 周年・創造都市事業本部

創造都市推進課担当課長  

仲原正治 Tel. 671-3506 

この秋、アートがまちを変える～皆さんも是非ご参加下さい 

 
                              

 

 

 

 

 

 

 

 黄金町バザールは地域とアートが協力する今までにない

スタイルのアートプロジェクトです。 

まちに必要な「衣・食・住」という生活に結びついたテー

マをアートという切り口で、市場（バザール）のように 

展開していくことから命名しました。 

 ●黄金町バザール概要 

初黄・日ノ出町地区で、この秋開催する、地域連動型

のアートフェスティバル「黄金町バザール」の開催概

要が決定しました。 

違法な特殊飲食店が多数立地していた初黄・日ノ出町

地区が文化芸術のまちに生まれ変わります。 

是非、皆さんご参加下さい。 

現在の黄金町の様子

 

まち全体を会場に、アーティストの空間と期間限定のショップが軒を並べて出現、楽しく回遊出

来るまち並み作りを目標にしています。将来のまちの姿を予感出来るような風景が展開します。 

会期中は、新しくオープンする京浜急行高架下の２カ所のアートスペースをはじめとして、複数

の既存の建物、大岡川、その他屋外など約 20 カ所を拠点に、約 10 組のアーティストと約 10

軒のショップが参加、地域の活動とジョイントして黄金町エリアの新しい可能性を提案します。 

 

■開催期間 

  2008 年 9 月 11 日（木）～11 月 30 日（日） 11:00～18:00（一部夜間展示あり） 

 

入 場 無 料

です。 

■会場 

京浜急行日ノ出町駅から黄金町駅の間の高架下、周辺空き店舗 

大岡川、工事塀等 

 

■参加アーティスト（詳細はチラシをご覧下さい） 

狩野哲郎／横浜  思いもかけない所に植物を育てる、種屋を開店 

福本歩／横浜  ありそうでなさそうなアンティークショップを開店 

きむらとしろうじんじん／京都  絵付けと野点（のだて）の移動屋台 

石垣克子／那覇  横浜と沖縄の人たちをつなぐプロジェクト 

クレイグ・ウォルシュ／オーストラリア  大岡川を使った映像作品 

ウィット･ピンカンチャナポン／タイ、バンコク  アートの果物屋をオープン 

 
裏面あり 



 
 

■主催等 

主催：黄金町バザール実行委員会 

共催：横浜市開港 150 周年・創造都市事業本部、財団法人横浜市芸術文化振興財団 

 

 
●黄金町バザールシンポジウム（チラシをご覧下さい） 
 

日時：3 月 23 日（日）13:00～15:00 

会場：ＺＡＩＭ別館（中区役所隣）2 階ホール 

近々のイベント情報！

ぜひ、ご参加下さい。

内容：「黄金町バザール～街とアートと日常と～」 

   黄金町バザールの概要紹介とサポーター参加の呼びかけを行います。また、参加予定ア

ーティストきむらとしろうじんじんのプレゼンテーションを行います。 

 

●大岡川桜まつりでの黄金町バザールプレイベント（チラシをご覧下さい） 
 

日時：4 月 5 日（土）、6 日（日） 

会場：初黄・日ノ出町地区 

内容：アートワークショップ 

    きむらとしろうじんじん『野点スタッフ募集体験説明会』 

    タイスケファクトリー『ぬいぐるみ作ろ！』 

・・・自分の家にある大切な布、いらなくなった布でぬいぐるみを一緒に作りまし

ょう。 

    ユミソン『桜の下で桜の風車』 

       ・・・さくらの風車を一緒に作りましょう。 

 

★黄金町バザールのサポーターを募集しています！！ 

興味のある方は、黄金町バザールオフィスまでご連絡下さい。 

 

           

黄金町バザールオフィス 

           中区日ノ出町 2-165-203 

           TEL&FAX 045-261-5467 

 







ZAIM Festa  黄金町バザールシンポジウム
『黄金町バザール：街とアートと日常と』

日時：２００８年３月２３日（日）１３：００～１５：００

会場：ZAIM別館２階ホール

●黄金町バザールについて

●参加アーティスト・ショップの紹介

●参加アーティストのプレゼンテーション

●黄金町バザールプレイベント・アートワークショップについて

　（４月５日～６日、第１６回大岡川桜まつりにて実施予定）

●黄金町バザールサポーター募集の呼びかけ

今年の秋、横浜トリエンナーレと時期を合わせて黄金町エリアで開催されるアートフェスティバ

ルの概要紹介と、黄金町バザールに参加してくれるサポーター募集を行います。また、参加予定アー

ティスト、きむらとしろうじんじんのプレゼンテーションと、大岡川桜まつりで行われる、黄金

町バザールプレイベントのアートワークショップについてのプレゼンテーションを行います。

【出席者】

主催：黄金町バザール実行委員会

共催：横浜市開港１５０周年・創造都市事業本部

  【問い合わせ先】

  黄金町バザールオフィス  

  横浜市中区日ノ出町２の 165 の 203　

  TEL&FAX 045-261-5467

【アクセス】
みなとみらい線「日本大通り駅」徒歩２分
ＪＲ根岸線・横浜市営地下鉄「関内駅」徒歩５分
日本大通り角、中区役所隣り

横浜スタジアム

中区区役所

横浜中華街

JR根岸線

市営地下鉄線

関内駅

関内駅

市役所

BankART
1929 Yokohama

馬
車
道

開港記念会館
日本大通り駅

馬車道駅

みなとみらい線

申込み等は不要です。　　
　是非ご参加下さい。

竹内一夫（黄金町バザール実行委員会副委員長、初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会まちづくり推進部会長）

飯田善彦（黄金町バザール実行委員会副委員長、横浜国立大学大学院教授、建築家）

谷口安利（同委員、初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会副会長）

曽我部昌史（同委員、神奈川大学教授、建築家）

仲原正治（同委員、横浜市開港１５０周年・創造都市事業本部）

天野太郎（同委員、横浜美術館）

山野真悟（同企画委員、キュレーター）

きむらとしろうじんじん（アーティスト）



大岡川桜まつり黄金町バザールプレイベント
アートワークショップ

主催：黄金町バザール実行委員会

日時：2008 年４月５日 ( 土 ) ・６日 ( 日 )

※きむらとしろうじんじんの『野点スタッフ募集体験説明会』
   参加希望の方はオフィスまでお問い合わせ下さい。

●タイスケファクトリー（安倍泰輔・小柳左和）『ぬいぐるみ作ろ！』

●きむらとしろうじんじん『野点スタッフ募集体験説明会』
自分が絵付けした器を焼き、自分の器でお茶を飲む、「野点」を体験しよう！
秋の黄金町バザールで行われる野点に、協力してくれる方の体験講習会です。
興味のある方は、まず一緒に体験してみませんか。参加者募集中。

時間：４月６日（日）　11 時から夕暮れまで
場所：BankART 桜荘横空地

自分の家にある大切な布、いらなくなった布で、ぬいぐるみを一緒に作りませんか？
ぬいぐるみに使いたい布を持って来てください。（先着４０名様）

時間：４月 5 日（土）・６日（日）11 時から 16 時
場所：黄金町バザールオフィス１階

●ユミソン『桜の下で桜の風車』
さくらの風車を一緒に作って、さくらの下で吹きましょう。

時間：４月６日（日）　11 時から 16 時
場所：黄金町バザールオフィス１階

※人数によっては早期終了する場合がございますがご了承下さい。

のだて

かざぐるま

アクセス：黄金町バザールオフィス『日ノ出町』駅より徒歩 10 分
 　  Bank ART 桜荘横空地『黄金町』駅より徒歩５分

INFO

MAP

EVENT

黄金町バザールのサポーターを募集！！

今年の秋（９月から 11 月）、黄金町で行われるイベントのサポーターを募集。

興味のある方はオフィスまでご連絡下さい。

黄金町バザールとは、大学・アーティスト・企業・行政が一体となって行う現代アートの展覧会です。またアート
という枠にこだわらず、市場（バザール）のように衣食住を含む新しい商業活動の試みや、まちを見直すアイデア、
イベントなども含めた多様な分野を取り入れ、展覧会終了後の街づくりに繋げていきたいと考えています。

第１６回

共催：横浜市開港１５０周年・創造都市事業本部

黄金町駅

日ノ
出町
駅

平戸桜木道路

大岡川
太
田
橋

末
吉
橋

黄
金
橋

旭
橋

長
者
橋

黄金町バザールオフィス
桜桟橋

Bank ART 桜荘

Kogane-X Lab.

【問合わせ先】黄金町バザールオフィス  横浜市中区日ノ出町２の 165 の 203

              TEL&FAX 045-261-5467



 

＜問合わせ＞ 

平 成 2 0 年 ３ 月 1 8 日

開港 150 周年・創造都市事業本部

創 造 都 市 推 進 課 長

今 井  信 二  T e l .  6 7 1 - ４ ２ ４ １
 

横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位 

 

文化庁長官表彰、本市が受賞 

～今年度創設の「文化芸術創造都市部門」第１号～ 
 

横浜市では、平成 16 年から文化芸術の創造性を活かしたまちの活性化を図るため、「文

化芸術都市創造事業本部」を設置し、文化芸術創造都市づくりを進めてまいりました。 

このたび、この間の取組が高い評価を受け、本年度創設された標記部門で文化庁長官表

彰されることになりました。 

文化庁でも、本日同内容の記者発表を行っています。 

表彰式については次のとおり行われますので、当日の取材についてよろしくお願いしま

す。取材ご希望の方は、前日（24 日正午）までに創造都市推進課までお知らせください。 

なお、今回本市のほかに、金沢市、近江八幡市、沖縄市、が受賞します。 

※表彰式 

（1）日時：3 月 25 日（火） 11：30～１3:00（表彰式・懇談会） 

（2）場所：旧文部省庁舎６F講堂 
 

 受賞理由： 

文化芸術を柱とする総合的な都市構想戦略として、元銀行など歴史的建造物を芸術家等の創作・滞

在・発表の場や市民との交流の場に提供し、市民の文化芸術活動を促進する「BankART1929」事業を展

開している。また、「映像文化都市」を目指して今後成長が期待される映画など映像コンテンツ産業や東

京藝術大学大学院映像研究科を誘致・振興するなど、文化芸術創造の都市づくりに努めている。 
 

●これまでの創造都市・横浜の歩み 

2004 年に文化芸術創造都市づくりを推進するため、旧市民局市民文化部を母体として「文化芸術都市

創造事業本部」を設置し、「ナショナルアートパーク構想」「創造界隈の形成」「映像文化都市づくり」「横

浜トリエンナーレ」「創造の担い手育成」の 5 つのプロジェクトを推進。同年、BankART1929 が活動開始。 

翌 2005 年、東京芸術大学大学院映像研究科映画専攻が開校。2006 年には、「文化芸術都市創造事

業本部」の機能を引き継ぐ形で「開港 150 周年・創造都市事業本部」設置され、現在に至っています。 
 

※ 文化庁長官表彰 

文化芸術活動に優れた成果を示し、文化の振興に貢献した者（団体を含む）に対して表彰する制度。 

平成元年から実施している文化庁長官表彰に、このたび新たに地域の特色を活かした文化芸術の振興に、

行政と住民との協働、行政と企業や大学との協力等により取り組み、他の地域の参考になるような実績を挙げ

ている市区町村を選定し、文化庁長官が表彰する「文化芸術創造都市部門」が設置されました。 

 

 



横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位 

横浜オペラ未来プロジェクト２００８ 

チ チ チマ マ マロ ロ ロー ー ーザ ザ ザ作 作 作曲 曲 曲オ オ オペ ペ ペラ ラ ラ「 「 「秘 秘 秘密 密 密の の の結 結 結婚 婚 婚」 」 」を を を上 上 上演 演 演！ ！ ！ 

小 小 小学 学 学生 生 生 1 1 10 0 00 0 0 組 組 組 2 2 20 0 00 0 0 名 名 名（ （ （１ １ １公 公 公演 演 演 5 5 50 0 0 組 組 組） ） ）を を をご ご ご招 招 招待 待 待し し しま ま ます す す！ ！ ！ 

２００５年から始まった、オーディションで選び抜かれた若手の歌手や演奏家を横浜から世界へ発信さ 

せる「横浜オペラ未来プロジェクト」 。オペラ公演第３回目となる今年は、５月３０日（金） ・３１日（土） 

に、横浜みなとみらいホールでチマローザ作曲オペラ「秘密の結婚」を上演します。 

オペラ「秘密の結婚」は、若い２人がめでたく結婚するまでの愉快で幸せなストーリー。今から２００ 

年以上の前のイタリアで、チマローザが作曲した美しく楽しい音楽でおくるオペラです。 

また、この事業の特徴でもある公開リハーサルを今年も実施します。本番の舞台だけではなく、普段見 

ることのできない「オーケストラ・公開リハーサル」やオーケストラと歌手との「オケ合わせ」など、オ 

ペラをより楽しんでいただくためのメニューをご用意しています。 

そして公演には、小学５・６年生とその保護者をご招待します。本物のオペラに触れる絶好の機会とし 

て、ぜひ親子でご覧ください！ 

記 者 発 表 資 料 

平 成 ２ ０ 年 ４ 月 １ ５ 日 

横 浜 み な と み ら い ホ ー ル 事 業 企 画 グ ル ー プ 長 

佐 々 木 真 二 ℡ ： ６ ８ ２ － ２ ０ ２ ０ 

横 浜 市 開 港 1 5 0 周 年 ・ 創 造 都 市 事 業 本 部 

創 造 都 市 推 進 課 担 当 課 長 

松 村 岳 利 ℡ ： ６ ７ １ － ３ ８ ６ ４ 

チマローザ作曲オペラ「秘密の結婚」 ＜全 2 幕・原語上演・字幕付＞ 

■芸術監督/指揮：村中大祐 ■芸術顧問/演出：ミヒャエル・ハンペ 

日 時 ５月３０日（金）１８時３０開演（１７時５０分開場）、３１日（土）１５：００開演（１４：２０開場） 

会 場 横浜みなとみらいホール 大ホール 

チケット 全席指定 

Ｓ席 9,000 円、Ａ席 7,500 円、Ｂ席 6,000 円、Ｃ席 4,000 円 

Y 席（枚数限定）は各席種５０％割引 

（Ｙ席対象：小学生から大学生、６５歳以上の方、障害のある方） 

取り扱い：横浜みなとみらいホールチケットセンター（６８２－２０００）ほか 

主 催 横浜みなとみらいホール 

共 催 横浜市開港 150 周年・創造都市事業本部 

※生後６ヶ月から学童（小学生）までのお子様をお預かりする託児サービスがございます。（予約制･先着１０名様） 

「秘密の結婚」ホームページ：http://www.yaf.or.jp/operamirai/ 

裏面有 

ジェロニモ/ 

サルヴァトーレ・サルヴァッジョ 

エリゼッタ/渡海千津子 

カロリーナ/田島千愛 

フィダールマ/野本真希恵 

ロビンソン伯爵/清水宏樹 

パオリーノ/渡邊公威 

管弦楽/横浜ＯＭＰオーケストラ 

出 演 

小学生親子１００組計２００名をご招待！ 

５月３０日（金）、３１日（土）の公演にそれぞれ５０組の親子をご招待します。 

対象 ： 横浜市内在住あるいは在学の小学生５・６年生１名とその保護者１名のペア 

申込 ： 往復ハガキに次の事項をご記入の上、下記までお送りください。応募多数の場合は抽選となります。 

ご希望の公演日（30 日または 31 日） ／お子様の氏名・学校名・学年／保護者の方の氏名 

住所／電話番号 

〒２２０－００１２ 横浜市西区みなとみらい２－３－６ 

横浜みなとみらいホール ＯＭＰ親子招待係 

〆切 ： ５月１０日（土）（必着） 

好評 

発売中！



横浜オペラ未来プロジェクトとは？ 
オーディションにより選出した若手芸術家を育成し、世界に飛躍するチャンスを与えるプロジェクトです。 

＜これまでの公演＞ 

平成 17 年度 1 月 28 日 

コンサート「モーツァルト・ガラ！～港と海へのオマージュ～」 

平成 18 年度 8 月 26 日 

第１回オペラ公演 モーツァルト作曲オペラ「コジ・ファン・トゥッテ」 

平成 19 年度 5 月 25 日・26 日 

第２回オペラ公演 ロッシーニ作曲オペラ「セヴィリアの理髪師」 

優秀な歌手を英国・グラインドボーン音楽祭をはじめ、海外歌劇場のオーディションへ派遣しています。 
平成 18 年度：英国・グラインドボーン音楽祭オーディションへ２名派遣 

平成 19 年度：イタリア・トレヴィーゾ国際オペラコンクールへ１名派遣 

世界的レベルの指導者によるオペラ公演です 
芸術監督・指揮 村中大祐（横浜オペラ未来プロジェクトを牽引） 

芸術顧問・演出 ミヒャエル・ハンペ 

（カラヤンと共にザルツブルク音楽祭の数多くの舞台を作り上げた世界的演出家） 

コンサートマスター 三浦章広（東京フィルハーモニー交響楽団コンサートマスター） 

チーフ・コレペティトーレ ロベルタ・フェラーリ（フェニーチェ歌劇場専属ピアニスト） 
その他、国内外の一流音楽家が指導 

チマローザ作曲オペラ「秘密の結婚」のストーリーは･･･ 
ボローニャの裕福な商人ジェロニモの二人の娘、あまり美しくない姉のエリゼッタ、美しく誰からも愛される妹のカ 

ロリーナ。実はカロリーナは父の店で働くパオリーノとひそかに結婚しています。そこへロビンソン伯爵が現われ 

ジェローニモの娘との結婚を望みます。いったんはエリゼッタが伯爵の結婚相手となりかけたものの、伯爵はカ 

ロリーナとの結婚を望み・・・更にはジェロニモの妹で未亡人のフィダールマは、パオリーノとの再婚を希望し・・・ 

※イタリア語の歌に、日本語の字幕でお楽しみいただけます。 

問合せ（オペラ公演・公開リハーサル等の取材総合問合せ） 

横浜みなとみらいホール 事業企画グループ 佐々木、鈴木、高橋 

電話 045(682)2020 ファックス 045(682)2023 

セヴィリアの理髪師 

リハーサルや舞台裏を公開します 
当プロジェクトでは、オペラという総合芸術を広く理解していただくため、通常は見ることのできない 

オペラの制作過程を公開します。 

どなたでもお楽しみいただけます。 

オーケストラ・公開リハーサル 
日時 5 月７日(水)、８日（木） 14：00～19：00 ※お申し込み不要・入退出自由 

会場 横浜赤レンガ倉庫１号館３階ホール 

「オケ合わせ」見学 
日時 ５月２２日（木） 14：00～18：00 ※お申し込み不要・入退出自由 

会場 横浜みなとみらいホール 大ホール 

チケットをご購入された方限定。 ※お申し込みは 3 月 10 日に締め切りました。 

「演出稽古」見学 
日時 5 月 15 日（木） 10:00～18:00 ※限定５０名様 

会場 横浜みなとみらいホール リハーサル室 

「舞台作り」見学＆バックステージ・ツアー 
日時 5 月 25 日（日） 19:00～21:00 ※限定１００名様 

会場 横浜みなとみらいホール 大ホールほか 

※その他、夏休みに「親子オペラワークショップ」を予定しています。







横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位 

横 横 横浜 浜 浜ト ト トリ リ リエ エ エン ン ンナ ナ ナー ー ーレ レ レ 2 2 20 0 00 0 08 8 8 

展 展 展覧 覧 覧会 会 会期 期 期間 間 間中 中 中の の のボ ボ ボラ ラ ラン ン ンテ テ ティ ィ ィア ア アス ス スタ タ タッ ッ ッフ フ フを を を募 募 募集 集 集し し しま ま ます す す！ ！ ！ 

◇募集の概要◇ 

■活動期間 8 月～12 月 [会期：９月１３日（土）～１１月３０日（日）の前後を含む] で、活動が可能な日 

■活動場所 新港ピア／横浜赤レンガ倉庫１号館／日本郵船海岸通倉庫（BankART Studio NYK） ／三溪園／大さん橋 

そのほか周辺地域 

■活動内容 

１．基本的活動 （ご登録者全員にお願いする活動です） 

□会場運営スタッフ 

作品の看視 ／ 開場、閉場にともなう簡単な作業 ／ インフォメーション（会場内のご案内、音声ガイド貸し出し、 

他会場のご案内、周辺の飲食・観光スポットのご案内等） ／ 総合インフォメーション（会場外に設置）の補助 など 

２．ご希望の方にお願いする活動 

□関連プログラムスタッフ 開催期間中に行われるシンポジウムやイベントの補助など。（会場準備・設営等） 

□事務局スタッフ 組織委員会事務局やボランティア運営に関する事務の補助など。 

□教育プログラムスタッフ ガイドツアーの企画・実施・ワークショップの補助など。 

□展示スタッフ 作品制作の補助など。 

※金銭を取り扱う活動はありません 

■条 件 

・１６歳以上の方。（１８歳以下の方は、保護者の同意が必要です） 

・活動は半日が単位となります。（活動時間例：A ９：３０～１４：１５ ／ B １３：４５～１８：３０） 

※1 回（半日）のみの活動も可能ですが、長期で活動していただける方、大歓迎です！ 

・特定個人や団体・企業の営利を目的としないこと。 

・特定の宗教活動や政治活動を目的としないこと。 

・公序良俗に反せず、横浜トリエンナーレ組織委員会の定める規則等を遵守すること。 

■待 遇 

・活動については原則として無償です。 

・横浜市市民活動保険（ボランティア保険）が適用されます。（個人負担なし） 

・ご希望の方には、ボランティア活動証明書を、横浜トリエンナーレ組織委員会名で発行します。（活動後の発行となります） 

記 者 発 表 資 料 
平 成 2 0 年 ４ 月 2 3 日 

開港 150周年・創造都市事業本部創造都市推進課 

担当課長 松村岳利 Tel. 671-3864 

財）横浜市芸術文化振興財団 

協働推進グループ長 中村雅之 Tel221-0212 

横浜トリエンナーレは毎回多くのボランティアの方々に支えられて、開催されてきました。前回展も１，２２２ 

名ものボランティアの皆様にご協力いただき、展覧会を開催することができました。 

今回もまた、作品看視や受付、ガイドツアーの補助などを行っていただく、展覧会期間中のボランティアス 

タッフを募集します。 

アートの好きな方、ボランティア活動に興味のある方、横浜の好きな方、多くの方のご参加をお待ちしてい 

ます！ 

裏面有り



【参加特典】 

・ご参加いただいた回数に応じて、会場内カフェ・ショップの割引券や展覧会チケット等を参加特典として差し上げます。 

長期に活動していただいた方には、驚きの特典も・・・！？？ （詳細は後日発表） 

■ボランティアスタッフ説明会・研修について 

７月～８月頃に予定しております。日時、会場については、ご登録者へ後日ご連絡いたします。 

◇登録方法◇ 

■登録方法 インターネットの登録フォーム又は募集チラシの登録用紙に必要事項をご記入の上、お申し込みください。 

パソコン・携帯からのご登録 ※横浜市電子申請サービスページからの登録になります。 

パソコン： https://dsinfo.city.yokohama.lg.jp/recept/form.rbz?cd=169 
携帯： https://dsinfo.city.yokohama.lg.jp/recept/form.rbz?cd=170 

※Ｅメール、FAX、郵送の場合は、下記の送付先までお送りください。 

■登録〆切 平成２０年６月２０日（金） ※これ以降も再度募集することがあります。 

■登録用紙の送付先 

〒２３１－０００３ 横浜市中区北仲通４－４０ 商工中金横浜ビル５F 

横浜トリエンナーレ組織委員会ボランティア係 （（財）横浜市芸術文化振興財団内） 

Ｅメール：vol@yokohamatriennale.jp Fax：０４５－２２１－０２１６ 

■お問合せ 

横浜トリエンナーレ組織委員会ボランティア係 

Ｅメール：vol@yokohamatriennale.jp 

横浜市開港 150 周年・創造都市事業本部創造都市推進課内 ℡：０４５－６７１－３５０３／Fax：０４５－６６３－９２１２ 

財）横浜市芸術文化振興財団内 ℡：０４５－２２１－０２１２／Fax：０４５－２２１－０２１６ 

■詳細は横浜トリエンナーレ公式ホームページか、登録用紙をご覧ください。区役所広報相談係、市内公共施設等 

で配布するほか、郵送でもお送りいたします。 

横浜トリエンナーレ公式ホームページ http://yokohamatriennale.jp 

◇横浜トリエンナーレ 2008 概要◇ 

横浜トリエンナーレ2008は、３年に１回開催される、日本最大級の現代アートの国際展です。世界各地から60～70名の作家が参 

加し、今年9月13日（土）から11月30日（日）まで、79日間に渡って開催されます。 

【名 称】 横浜トリエンナーレ2008 

【会 期】 2008年9月13日（土）～11月30日（日）（79日間） 

【会 場】 新港ピア、横浜赤レンガ倉庫１号館、日本郵船海岸通倉庫（BankART Studio NYK）ほか 

【主 催】 国際交流基金、横浜市、NHK、朝日新聞社、横浜トリエンナーレ組織委員会 

【総合ディレクター】水沢勉（神奈川県立近代美術館企画課長） 

【公式ホームページ】http://yokohamatriennale.jp












